
34 風速の再現期間計算法の比較考購

　ッ　ト．　70pp．

高橋浩一郎，1954：日本の風水害について，予報研

　究ノート，5，312－34（L

高橋浩一郎，1967：モソテカル・法による再現期間

　と設計荷重に関する研究，Papers　in　Met．and

　Geophys．，18，327－343．

Thom，H．C．S．，1954：Frequency　ofmaximum　wind．

　speeds，Proc．ASCE，80，539－1～539－11．

Thom，H．C．S．，1960：Distribution　ofextreme　winds

　in　the　united　states，Proc．AScE，86（sT4）

　11－24．

Thom，H．C．S．，1966：Some　method　ofclimatologi－

　cal　analysis，WMO　Tech．Note　No。81．

Weiss，L．L．，1955：A　llomogram　based　on　the
　theory　of　extreme　values　fbr　various　retum　peri－

　ods，Month．Weath．Rev．，85，69－71．

“”””開”””””■1””開■■””■””陥豊”］・””””一”1”■■■・”””■”■ロ””■■■・一．””1“■”””””■昌””・1”．”・”II・1”ロ1■”””．”一””．”臨■”■”1・””””””・一”・1師”1””“・””1■”1”■””””””・lm・“”“”””””一m”■”旧”・聾‘馳■

IUGG総会に関するお知らせ（第2回）

　IUGG本部より第2回目のサーキュラーがき’ました

ので，その要約を抜粋します．天気10月号に掲載したプ

・グラムには変更ありません．

　1．資　格

　Delegate………学術会議地球物理研究連絡委員会（略

　　　　　　　　称地物研連）で指名された人

　Guest…………地物研連から推せんされた人

　Associate………DelegateまたはGuestの家族

　2．登録料

　Delegate……22ドル．Associate・…・・11ドル．登録料は

7月1日までに下記に払込むこと．

　　N701023000f　the　Organizing　Committee　of　the

　　　XV　General　Assembing　of　the　IUGG，

　　　Vneshorgbank　of　the　USSR，

　　　Neglinnaya12，Moscow，USSR

　登録料はアブストラクト代，総会出席料，レセプショ

ソ，特別のエキスカーショソ代などを含む．

　3．登録について

　登録用紙に必要事項をかきこみ4月1日までに申込む

こと．

　登録用紙は下記に申し込んで下さい．

　東京都文京区弥生町二東京大学理学部地球物理学教室

　岸保　勘三郎

　第3回目のサーキュラーはモスコー到着後に入手でき

ます．

　4．旅行について

　日本にあるIntouristに申し込んで欲しい．ピザは

Intouristが保証してくれるとのこと．

　5．気　候

　モスコーの夏の平均気温160C，湿度60％，総会終了

後旅行をされる人はスェーターなど必要．

　6．宿　舎

　カテゴリーA……17ルーブル（シγグル，浴室付）

　　　　　　　　　9ル｝ブル（2ベッド，浴室付）

　カテゴリーB……7ルーブル（2ベッド，浴室なし）

　デラックス………30ルーブル（シングル）

　7．エキスカーショソ

　Moscow－Simferopo1－Moscow……8月15日～17日．

　KaradayにあるOzonometric　Observatory見学．費

　用92ルーブル．
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